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菅
平
ダ
ム
湖
が
完
成
し
た
ら
上
田
市
の
水
道
水
が
不
味
く
な
っ
た
。
生
物
処
理
を
誤
解
し
て
い
た
。 

私の解説は、日本の指針、教科書と違っていた。日本の自治体職員、大学の研究者、技術者、コンサル

は、無視した。海外は、英語情報の社会であった。そこで、海外で、求める人へ、解説もし、実際に、

指導もした。その成果を、2005 年の愛知万博で愛・地球賞をもらい、受賞者代表スピーチもした。そ

の動画を見直したら、その内容と同じ事を、まだしていた。業界にお金が流れない事は、伝わりにくい。 

「
緩
速
ろ
過
」
と
い
う
名
前
で
、
生
物
が
嫌
う
薬
品
を
使
っ
て
い
た
。
生
物
群
集
が
活
躍
で
き
な
か
っ
た
の
に
気
づ
い
た
。 

2021 年９月からの
連載の最終回 



 自然界の湧水を真似た緩速ろ過処理は、生物群集の活躍による浄化、そこで、生物浄化法と名前を変え

ようと言い出した。でも、世界中で使われている用語を変えるのは、大変だった。緩速ろ過は、良質な

水質の水ができるのに、効率が悪いと業界は、盛んに宣伝した。急速ろ過は、未完成の欠陥処理で、浄

化法の改良し続ける必要があった。 

 

名
古
屋
市
で
、
念
願
の
国
際
緩
速
生
物
ろ
過
会
議
を
開
く
事
が
で
き
た
。 

上
田
市
は
、
戦
後
、
河
川
表
流
水
を
取
水
し
、
殺
藻
剤
、
濁
り
対
策
で
凝
集
剤
を
使
う
、
間
違
い
を
し
た
。
薬
品
処
理
の
急
速
ろ
過
の
前
処

理
を
導
入
し
た
。
私
は
間
違
い
と
気
づ
い
た
。
で
も
、
指
針
や
教
科
書
と
違
う
の
を
理
解
し
て
も
ら
う
の
は
大
変
だ
っ
た
。 

2026 年７月、JICA 広島の研修で、東京 JICA 研修センターで行った。上田市の浄水場で採取した試料

を、顕微鏡で観察し、生物群集の活躍というのを実感してもらった。教科書と違うと感動してくれた。 

日本の水道関係者も、顕微鏡で観察し、細かな砂での 

ろ過でなく生物群集による浄化と実感してもらいたい。 

というのを実感してもらいたい。 

 



 アメリカで、クリプト大事故があった翌年、アメリカ水道協会は、緩速ろ過研修をと

の情報をキャッチ。日本から、アメリカ以外は、私だけで参加した。安全な浄化法へ

の熱い視線を感じた。それを、日本へも伝えるようにしたが、日本には、伝わらない。 

学
生
を
就
職
さ
せ
る
に
は
、
業
界
が
求
め
る
事
を
す
る
の
が
必
要
。
緩
速
ろ
過
の
研
究
は
業
界
が
求
め
る
の
と
違
う
の
で
。
大
人
の
事
情
で
大
変
だ
っ
た
。 

真
理
探
求
の
研
究
と
、
就
職
の

た
め
の
応
用
研
究
と
は
違
う
。 

上田市では、戦後、コンサルの勧めで、濁り対策で、凝集剤、ろ過池での藻の繁殖が悪いと言われ、

殺藻剤を使っていた。中本の話を聞いて、殺藻剤を使うのを中止したら、水道水の異臭味が無くな

り、目詰まりもしにくくなった。生物群集が活躍しだした。緩速ろ過処理が誤解されているのを知

り、緩速ろ過処理の研究をしだした。 



 南米、ブラジルは、政権が不安定。こういう社会、サンパウロ大では、本当の事を実験しようとする研

究技術者がいる。私が 1974 年と 1976 年に行った、サンパウロ大衛生工学科のベルナルドは、急速

ろ過の濁り対策では薬品処理で発癌物質ができるとわかり、凝集剤を使わない濁り対策として、上向流

粗ろ過の実験をしたのが 1980 年。1988 年にロンドンでの国際会議で発表した。 

上
田
市
で
、
や
っ
と
、
凝
集
剤
を
使

わ
な
い
実
験
を
し
て
く
れ
た
。 

日
本
の
指
針
に
書
か
れ
て
い
な
い
事
を
助
言
す
る
の
は
、
本
当
に
大
変
だ
。 

築地書館から技術解説本を 2002 年、2005 年に出版してから、15 年以上。新しい情報が増えた。

そこで大幅に改定増補したくなった。生物現象、野外現象なので、カラー写真を多く載せたかった。で

も、値段が高くなる。それでは、学生が買わない。そこで、まず、自費出版。それを信大繊維学部の同

窓会に相談し、廉価に出版してもらった。 



 

濁
り
水
対
策
で
の
上
向
流
粗
ろ
過
も
、
生
物
群
集
に
よ
る
濁
り
除
去
だ
っ
た
。
時
々
、
下
の
バ
ル
ブ
を
開
け
。
排
泥
す
れ
ば
良
い
。 

テムズ水道では、目詰まりし、砂面を削り取りする際、水を抜くと、砂が汚れ、また、
生物群集も除いてしまう。そこで、水を抜かないで、砂面上の汚れを、水中吸引掃除
機みたいので、砂面上の汚れを除く実験をしている。砂は除かない方が良い。 

ベルナルドの上向流粗ろ過実験を、1974 年から知り合いの、動物プランクトン屋のオデテが、

手伝っていた。彼女は、後に、ロンドン大に留学し、テムズ水道の貯水池のプランクトン研究で 

学位を取った。 

生
物
群
集
に
や
さ
し
い
濁
り
対
策
だ
っ
た
。 



 

連
載
の
最
後
に
、
上
田
市
で
の
研
究
を
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
た
。
生
物
屋
の
真
理
の
探
求
、
ス
マ
ー
ト
な
研
究
だ
と
思
う
。 

この生物屋の連載は、2021 年 9 月から５年間続けた。生物屋の視点が、安全で、

おいしい水ができる仕組みが、読者に、伝わったと思いたい。この考えは、上田市

発で、日本発で、世界に広まりだした。これまでの連載などは、「Doctor 中本の EPS

資料室/古くも新しい水処理技術の紹介」  https://eps.watervision.jp   ⇒ 

幕
末
の
賢
人
は
佐
久
間
象
山
の
「
積
善
」、
明
治
時
代
、
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
建
設
を
探
っ
た
福
島

安
正
（
後
に
陸
軍
大
将
）
の
「
寸
鉄
在
手
」
の
掛
軸
の
思
い
が
、
私
に
伝
わ
っ
た
か
な
。 

2026 年８月 10 日、菅平高原の別荘団地の集会で、菅平ダム湖の話と水道の話をした。私が上田に

来たのは、ダム湖の富栄養化と水道の問題。久しぶりに、ダム湖の話をした。 


